
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・秋季リーグ戦開幕 

・第 46回総合関関戦 

・関西オールスター5リーグ対抗戦 

・侍ジャパン大学代表選手 選出！ 

・前期チャレンジリーグ 

・誕生！新学生コーチ   ・かんだい SDGs 

・【特集】圧巻！！関大応援スタンド 

・関大野球部を支える部員たち 

・編集後記 

TOPICS 

2023.9 

9月 2日(土)より、令和 5年度秋季リーグ戦が開幕します！ 

春季リーグ戦では、開幕から 4 節連続で勝ち点を奪い優勝まであと 1 勝としました

が、最終節で悔しくも勝ち点を落とし 8 勝 5 敗 1 分、勝ち点４で 2 位となりました。

目の前で胴上げをされたあの悔しさを晴らすべく今季に挑みます！ 

4年生にとっては学生野球ラストシーズンとなる今季。 

3年連続の秋季リーグ戦優勝と 2年連続の神宮大会出場、絶対目標の「全国制覇」

を目指し、一戦一戦を戦います。 

今季も温かいご声援をよろしくお願いいたします！ 
今季もスカパー配信にて、秋季リーグ

戦全試合を生中継予定です！ 

こちらもぜひご活用ください！ 

日程表 

 

4年生ブログも更新中!! 

こちらもご覧ください！ 

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=166/ig=640x480/id=3bd0183c14be5bdc/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=%E9%87%8E%E7%90%83%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%AB%20%E7%B4%A0%E6%9D%90/SIG=124c44b00/EXP=1266937977/*-http:/icon-free.com/material/picture23/l_02.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 17日から 3日間、神奈川県平塚市で 

開かれた大学代表選考合宿を終え、侍ジャパン 

大学代表選手に有馬諒が選出されました。4度目の選考合宿 

参加となった今回、代表選手選出は今回が初めてとなります！歴代、関大野球部からは第 1回日米 

大学野球選手権大会に現関大野球部 山口高志アドバイザリースタッフが選出、近年では第 40回大会に吉川峻平氏(平 

成 25年度入学)、第 41回大会には阪本大樹氏(平成 26年度入学)が選出されています！ 

《投手》荒谷紘匡(法 2・佐賀北)   《捕手》有馬諒(商 4・近江) 

《内野手》岑幸之祐(社 4・広陵)、佐藤慶志朗(経 3・愛工大名電)、富山雄正(総情 3・大阪偕星) 

《外野手》田中大翔(総情 4・熊本工) 

 

試合中には、終始絶えない前向きな声かけをし、常に全力プレーで野球

を楽しむ試合メンバー、ベンチに聞こえるほどの大応援で勢いづける観客席の 3、4

年生の姿がありました。試合終了後、試合メンバーと観客席の部員が共に喜び合う

姿  

6 月 3 日、関西学院大学第 3 フィールドにて総合関関戦が行われました。この試

合、主将を務めた門脇啓介(シス理 4・大冠)を中心に 4年生が一丸となり戦いました。試合は 

一度もリードを許すことなく、６－４で関大の勝利！ 

 

生まれて初めてアメリカの野球に触れ、衝撃を受けました。身体のサイズ、スイング

スピード、球速、全てにおいてレベルが高かったです。しかし、そんなチームにも勝てる日本野球の

素晴らしさも体感することができました。このチームの一員として、アメリカの地で優勝することが

でき、とても嬉しく思います。多くのご声援ありがとうございました。 

最高の仲間たちと大応援団の後押しを受けながら行われた総合関関戦は、心の底から「関大野

球部に入って良かったな」と思える試合でした。また、それと同時に「この仲間たちと日本一

になりたい」と強く思いました。秋は日本一になれるよう全力でメンバーをサポートします！ 

姿が印象的で、互いに支え、心から応援し合える関大野球部に改めて誇りを感じた 1日となりました。 

                   涙を浮かべる選手もいるなど感動の中、総合関関戦の幕は閉じました。 

 

秋に開催される代表決定戦のスーパーシード権をかけ、関西の５リーグ

がぶつかり合うこの大会。関西学生野球連盟選抜チームに関大からは６名が選出され、早瀬万

豊監督は選抜チームのコーチとして戦いました。関西学生野球連盟は 5大会連続 13回目の優

勝を果たし、代表決定戦のスーパーシード権を獲得しました！普段はライバルとして戦う 5大学

の選手たちと共に練習し、試合に臨んだこの期間は刺激的だったのではないでしょうか。 

有馬 諒 

上段左から富山、荒谷、岑 

下段左から有馬、佐藤、田中大 

アメリカにて 7月 7日～13日(現地時間)に開催された第 44回日米大学野球選手権大会では、有馬は 1試合に出場。チー

ムは 3勝 2敗の成績を収め、2大会連続 20回目の優勝を果たしました。アメリカの地での優勝は史上 2回目となります。日

の丸を背負い、新たな舞台へ挑戦した有馬にコメントをもらいました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、前期チャレンジリーグが総当たりの勝ち点制によって開催されました。関大は全 5

試合を戦い、2勝 3敗で 5位という結果に終わりました。開幕からの 3連敗。思うような試合運

びができず、悔しい思いをしました。毎試合後のミーティングでは全員で課題に向き合い、    

最後の 2戦で意地の勝利を収めることができました。約 1 ヵ月間、温かい 

ご声援をありがとうございました。 

今後の関大野球部を担う頼もしい選手が成長する姿にご注目ください！ 

8月 1日から関大野球部では、ペットボトルキャップ回収を始めました！ 

キャップ回収は SDGs の取り組みの 1 つであり、キャップ回収の目的は世界中の子供たち

にワクチンを届けることです。ペットボトルキャップ約 1,000個(約 2kg)でポリオワクチン 1人

分となります。 

KAISERS BASEBALL FIELDでは計 5カ所に回収ボックスを設置し、学年ごとに分け

て回収しています。回収開始 1 週間、関大野球部で集めたキャップ数は        でした！

ペットボトルを捨てる際には、自然とキャップとボトルを分別する選手の姿があります。 

ペットボトルキャップ 1 つと小さいことですが、今後も野球部ができることに積極的に取り組

んでいきたいと思います！なお、秋季リーグ戦において関大チケットブースでキャップ回収箱

を設置する予定です！ご協力のほどよろしくお願いいたします！ 

 

 

 

岡畑統和(法4・関大一)、高田泰輔(社4・三田学園)、 

薮巧真(人健 3・興國)の 3人に加え、この度 3年生から 2人の学生コーチが誕 

生しました！学生コーチは、練習メニューを考えたり、ノックを打ったり…と野球部を支える欠かせない存在

です！2人の今後の活躍にぜひ注目ください！ 

 

この度、学生コーチになりました武岡侑平です。 

練習や試合がより良くなるように、選手の立場で

感じていたことなどを活かして取り組んでいきた

いと思います。「全国制覇」という絶対目標に向け

て、チームに貢献できるよ 

うに頑張ります。これから 

も関大野球部の応援をよろ 

しくお願いします！ 

  

 

 

 

この度、学生コーチに転 

向しました。野球部の執 

行方針、「全国制覇」に少しでも貢献するため、日々 

全力で取り組みます。選手とは違い、実際にプレ 

ーで貢献することは出来ませんが、自分が出来る 

ことを最後までやり抜きます。よろしくお願いし 

ます。 

 

658個 

   

 

山下健 

大塚 

主将・小谷太 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染予防により禁止されていた声出し応援が、ついに復活し選手達の大きな力となっています。4年生にと

っては、初めての声出し応援。最初は不揃いなことも多かったですが、試合を重ねていく度に大きな 1つの塊となり関大に勢いを

もたらします！そんな応援を創りだしているのが、応援団の方々です！いつも声を張り上げスタンドをまとめるリーダー部。球場

に響き渡る美しい音色で勢いをもたらす吹奏楽部。きらびやかな踊りでスタンドを彩るバトン・チアリーダー部。 

今回は応援団三パートの方々と野球部の盛り上げ隊長に、野球応援への想いや今季への意気込みをお聞きしました！ 

今季に向け、野球部にて応援用歌詞カードを作成しました！ 

歌詞カードには、学歌やチャンス時に流れるコンバットマーチ、得点時と勝利時に歌う

応援歌など関大を代表する歌詞を記載しています！ 

球場にて配布する予定ですので、こちらとチアスティックを手に皆さんも一緒に 

関大スタンドを盛り上げましょう！ 

 

大学野球は大学スポーツの花形であり、日本の応援文化を発展させるきっかけとなったもので

もありますので、応援団である我々リーダー部にとってはかけがえのないものであり、普段以上

に力が入る応援の一つです。 

 

 

野球応援への想い 

 
選手と一体となって応援を盛り上げることができるのが野球応援の魅力です！野球部を

勝利に導くことができるように沢山工夫をして練習を積み重ね、応援に挑んでいます！ 

 

 今季への意気込み 

 

 

リーグ優勝・神宮大会出場に向けて少しでも力になれるように応援します。関大サウンドを

響かせて、野球部のみなさん・スタンドのお客さんを巻き込み、スタンド一体の応援を創り上

げます。また、神宮で関大を応援演奏することが目標です！ 

 

目の前で紙テープを投げられたあの光景は今でも忘れません。4年間ライバルとして切磋琢

磨した同期、後輩達が試合に出て、こんなに頼りになる存在は他にありません。秋はチーム全

員で戦って優勝テープを投げます。優勝してみんなで打ち上げしましょう！ 

 

 

 

野球部の盛り上げ隊長 

甲斐龍星(法 4・登美ヶ丘) 

吹奏楽部長 

関谷香琳さん(4年) 

バトン・チアリーダー部長 

黒田陽菜さん(4年) 

第 101代団長 

河口直生さん(4年) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段はノックや紅白戦の球審、バッティングピッチャーをしています。僕たちの学年は56名と人

数も多く、個性豊かですが、みんな良いやつなので皆のために自分のできることは全てやろうと

いう思いでチームのサポートをしています。春季リーグ戦では、全国大会出場はできなかったの

で、秋ではチーム一丸となって必ずリーグ戦を勝ち抜き、神宮大会に出場したいと思います。 

私は肩の怪我を抱え

ながら野球部に所属

する中で、どのような

立場でもチームに貢

県 

 

選手 167名、学生コーチ 5名、マネージャー11名の総勢 183名からなる関大野球部。 

選手、学生コーチ、マネージャー…と様々な立場から絶対目標である「全国制覇」を目指し、日々取り組んでいます！ 

そこで今回は、野球部を支える選手、学生コーチの 3名にインタビューをしました！ 

奪首×Dash！第 47号はいかがでしたか？ 

今回は 4年生マネージャー2人で作成しました。思い返せば、1年生の頃は新

型コロナウイルスの影響により入学早々に活動の停止、7 月からやっと練習時

間、練習参加人数など様々な制限がある中で、野球部としての活動が始まりまし

た。そして徐々にコロナ禍による制限が緩和され、昨年には春季キャンプの実施、

今年はリーグ戦での声出し応援が解禁されるなど通常通りの活動が戻ってきま

した。そんな中、4 年生は残すところ秋季リーグ戦のみ。ラストシーズンにかける

想いはどこよりも熱く、日本一です！！スタンドの大応援団とともに秋季リーグ

戦優勝、「全国制覇」へ一意専心、チーム一丸となって戦います！ 

今後も関大野球部に暖かい応援をよろしくお願いいたします！ 

左から 

山加凌(人健4・仁川学院)、 

吉村紀乃(商 4・乙訓) 

編集後記 

献したいと思い、投手

内の裏方として活動し始めました。仕事内容としては

道具の修繕や時には試合のメンバーの調整など多岐

にわたります。  

残りの数ヵ月も野球部の一員として全力でチームに

貢献していきたいと思います。 

 

 
学生コーチは普段練習メニュー

を考えるなど選手が野球に対して真剣に向き

合えるような環境を作り、選手をサポートして

いく立場です。大学での野球生活もあと少し

となってきているので、悔いのないよう選手の    

ために何ができるか

を考え、学生コーチ

共々力を合わせて頑 

張っていきたいと思

います。 

 



 


